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2017年2月24日  
一般財団法人 高知県地産外商公社 

■高知家HP内特設ページにてプロモーションビデオ『I Was Young』を本日公開！ 

    http://www.kochike.pref.kochi.lg.jp/~top/gpop2017/ 

「爺-POP from 高知家 ALL STARS」が 
全編英語の新曲『I Was Young』のPVを公開 

平均年齢68.2歳！合計年齢341歳！高知のお爺ちゃんアイドルグループ 

普通のお爺ちゃん5人が世界進出を本気で目指す！ 

「生きるって、ファンタス爺ック」と世界に向けて発信 

ジイ  ポップ コウ チ  ケ 

ジ 

 高齢化率2位の高知県から日本をポ爺ティブにしようと2016年2月にデビューを飾ったお爺ちゃん 

5人組アイドルグループ「爺-POP from 高知家 ALL STARS」。 

 第一弾「高齢バンザイ！」では、You Tubeの再生回数が50万回を突破し、日本のみならずフラン

ス、メキシコ、タイ、韓国などの海外からの反響を受け、J-POPならぬ爺-POPという新たなジャン

ルを築き、TVやSNSで話題を呼びました。 
 

 第二弾となる今回は全編英語のクラブミュージック系ナンバーを歌いあげ、ダンスを踊り、 

「生きるって、ファンタス爺ック」のメッセージを世界に向けて発信！ 

 普段は、長太郎貝漁師、タケノコ組合長といった高知県の普通のお爺ちゃん5人組が、今をポジテ

ィブに生きる姿や年齢を重ねることの素晴らしさを世界に伝えるべく熱い想いを胸に、世界進出を

本気で目指します。 
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爺-POP from 高知家 ALL STARS 「I Was Young」歌詞 

ABCDEF G-POP HIJKLMNOP G-POP 

QRSTUV G-POP WXYZ G-POP 
 
We are G-POP from Japan 

Living in Kochi-Ken 

Great fish Great river  

Great Sake Great girls 

This is my heaven 
 
But time passes fast  

How old are you? 

60 70 80  

Oh My God 
 
I was young I was young 

I was young I was young 

I was strong I was fast 

Wow Wow Wow Wow 

No No No No 
 
We are G-POP from Japan 

Can not speak English 

Sky is blue Donʼt be afraid 

Life is great  

Throw your phone into the sea 

When was my first kiss 

When was it 

I totally forgot it  

Oh My God 
 
I was young I was young 

I was young I was young 

I was slim I was beautiful 

Wow Wow Wow Wow 

No No No No 
 
Life is like a rainbow 

Life is like fireworks 

Life is like a shooting star 

Itʼs short But Itʼs here 
 
I am young I am young 

I am young I am young 

I am happy more than ever 

Wow Wow Wow Wow 

Because you are here 

Wow Wow Wow Wow 

Live until 200 
 
ABCDEF G-POP HIJKLMNOP G-POP 

QRSTUV G-POP WXYZ G-POP G 

爺-POP from 高知家 ALL STARS 「I Was Young」日本語訳 

ABCDEF 爺-POP HIJKLMNOP 爺-POP 

QRSTUV 爺-POP WXYZ 爺-POP 
 
俺たちは日本の爺-POP 

高知県に住んでいる 

最高の⿂ 最高の川 

最高の酒 最高のレディ 

これが俺の天国だ 
 
だけど時はあっという間 

何歳になった？ 

60歳 70歳 80歳 

オーマイゴッド 
 
俺は若かった 俺は若かった 

俺は若かった 俺は若かった 

俺は強かった 俺は速かった 

ウォウ ウォウ ウォウ ウォウ 

ノー ノー ノー ノー 
 
俺たちは日本の爺-POP 

英語は喋れない 

空は⻘い 恐れるな 人生は素晴らしい 

ケータイには縛られるな 

初キスはいつだっけ 

いつだっけ いつだっけ 

すっかり忘れた 

オーマイゴッド 
 
俺は若かった 俺は若かった 

俺は若かった 俺は若かった 

俺は細かった 俺は美しかった 

ウォウ ウォウ ウォウ ウォウ 

ノー ノー ノー ノー 
 
人生は虹のようだ 

人生は花⽕のようだ 

人生は流れ星のようだ 

儚いけれど 今ここにある 
 
俺は若い 俺は若い 

俺は若い 俺は若い 

今 人生で一番幸せだ 

ウォウ ウォウ ウォウ ウォウ 

みんながいるから 

ウォウ ウォウ ウォウ ウォウ 

200歳まで生きる 
 
ABCDEF 爺-POP HIJKLMNOP 爺-POP 

QRSTUV 爺-POP WXYZ 爺-POP 爺 
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爺-POP from 高知家 ALL STARS 「I Was Young」ミュージックビデオ 

■歳取ったって関係ない！何事も全力で楽しまなきゃ！車に、ダンスに、歌！ 

 全編英語！「生きるって、ファンタス爺ック」のメッセージを世界に発信。 

今回のミュージックビデオのテーマは「生きるって、ファンタス爺ック」。老後は縁側でのんびり、など

という固定概念を覆し、今を、ポジティブに！全力で生きる！と、オープンカーを乗り回し、高知県の雄

大な海を背景にダンスをかっこよく踊ります。 「G （爺）」 をモチーフにした振り付けや、高知の名産品

が隠れアイテムのように登場するのにも要注目です。 

綺麗な海沿いの道を走り抜けるオープンカー。 

オープンカーで格好良く決め、はしゃぐ爺-POP。 

口にタバコを咥えて格好つけているのかと思いきや、

葉巻ではなく芋ケンピ。 

「G（爺）-POP」の歌詞に合わせ、 

「G」をモチーフにした振り付けも。 

音楽に合わせて、車でニラを高く掲げながら、 

ノリノリではしゃぐ爺–POP。 

シャンパングラスを片手にプールサイドのオープ

ンカフェでカッコよく決める爺-POP。 

実はシャンパングラスの中身は土佐茶。 

前を通りすぎた素敵な女性を目で追い、手を振り、

追いかけてしまう爺-POP。 

綺麗な景色をバックにカッコよく踊る爺–POP。 
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お爺ちゃんアイドルグループ「爺-POP from 高知家 ALL STARS」プロフィール 

■山海の幸おすそわけ大将 
谷岡 憲泰（68歳） 
（道の駅「大月」ふれあい市出品者協議会 会長） 
 
道の駅「大月」の直販所「ふれあい市」の出品者で構成する協議会を立
ち上げ、会長として牽引。「大月町や町の特産品、道の駅のＰＲが少し
でもできたら」という強い思いで爺-POPに参加。毎月第３日曜日に開
催する「ふれあいマーケット」では大将に会える！ 

■奥四万十体験リーダー 
大高 明（66歳） 
（中土佐町上ノ加江漁業協同組合 専務理事） 
 
笑顔がキュートな海の男。 
漁師の心意気あふれる漁業が体験でき、鮮度抜群の海の幸も堪能で
きる漁業体験館「わかしや」を管理している。 

■幻のタケノコ組合長 
山本 巌（59歳） 
（高知市七ツ淵筍加工組合 組合長）  
 
爺-POPでは最年少メンバー。高知市北部の七ツ淵（ななつぶち）
における、希少な四方竹（しほうちく）などのタケノコブランド化
に向けた取り組みの中心人物。明るく気さくな愛されキャラ。 

■長太郎貝に恋する漁師 
出来 良典（67歳） 
（中土佐町 長太郎貝（ヒオウギガイ）漁師） 
  
見た目珍しく、味も素晴らしい長太郎貝の魅力にはまり34年。 
シャイだけど、長太郎貝について語り出すと止まらない、いごっそ
う（※）漁師。 （※）気骨のある男性を意味する土佐弁 

■永遠のフルマラソンランナー 
山田 英忠（81歳） 
（北川村） 
  
傘寿（80歳）を迎えるも、毎年、県内・県外各地のマラソン（フルマ
ラソンも！）に出場し47都道府県走破済み。明るくてノリ良く、ジー
ンズもはきこなす。 

平均年齢68.2歳！ 合計年齢341歳！ 
超高齢社会を迎えた日本が生んだ、合計年齢341歳のアイドルグループ。メンバーは全員高知県
在住。高知県は、日本で２番目に高齢化率が進んでいる。その現状を憂うのではなく、ポジティ
ブに捉えようという動きから、時代の寵児として爺-POPが生まれた。第1弾では「日本を、ポ爺
ティブに」、今回は「生きるって、ファンタス爺ック」がメッセージ。年齢に関係なく、日本に、
そして世界にエネル爺を振りまいていく。県内では昨年ライヴも実施。 
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2016年度 高知家プロモーション 「高知家には、ポジティブ力がある。」 

■キャッチフレーズ「高知家には、ポジティブ力がある。」 

落ち込んでいると、「大丈夫やき」と声をかけてくれる。 

どんな時も、ガハハと大きな声で笑う。 

ひとりの悩みは、みんなで抱え合う。 

高知家の家族には、「ポジティブ」という力がある。 

今こそ、高知の食べ物、自然、家族で、日本を前向きに。 

高知家にもできる、日本貢献があります。 

 「高知家」は、2013年に「高知県は、ひとつの大家族やき。」を宣言しスタートしまし
た。暑苦しいほどにあったかく、人と人とのつながりを大切にする県民性を、ひとつの大
家族に例えています。 
 
 ４年目となる今年は、食べ物、自然、人といった高知家の持つ「ポジティブ力」で日本
の元気への貢献を目指すNIPPON POSITIVE PROJECTを展開しています。 


